
ぶるさと短儒●

サ
、
｀
り
一
国
へ
行
っ
て
き
た
！

　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
西
津
軽
郡
岩
崎
村

　
村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
ま
た
ふ
る
さ

と
創
生
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
・
事
業
の

一
環
と
し
て
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
青
少
年
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
親
善
訪
問
が
つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
岩
崎
村
で
は
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
建
設
に
向
け
て
、
今

年
７
月
７
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ロ
八
二
エ
ミ
市
に
て

小
山
村
長
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
こ
フ
ッ
プ
ラ
ン
ド
州
の
エ

ス
コ
・
オ
イ
ナ
ス
知
事
、
そ
し
て
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
ラ

ン
ド
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
の
ア
ヌ
・
ペ
ン
テ
ィ
ッ
ク

会
長
の
３
人
が
同
席
し
、
調
印
式
が
行
わ
れ
、
サ
ン
タ

ラ
ン
ド
協
定
が
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
一
行
は
岩
中
生
1
8
名
を
含
む
3
2
名
で
編
成
さ
れ
、

８
月
2
3
日
に
出
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク
ー
サ
モ
、

ボ
シ
オ
、
ラ
ヌ
ア
の
各
郡
町
村
を
訪
問
、
帰
路
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
一
泊
し
て
2
9
日
無
事
元
気
に
帰
国
し

ま
し
た
。

　
主
役
で
あ
る
1
8
名
の
岩
中
生
は
、
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
で
も
元
気
に
、
親
善
交
流
の
大
役
を
果
た

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
ー
サ
モ
郡
の
ル
カ
中
学
校
、
ポ

シ
オ
郡
の
ポ
シ
オ
中
学
校
、
ラ
ヌ
ア
郡
の
ラ
ヌ
ア
ン
ユ

ラ
ア
ス
テ
中
学
校
の
３
校
に
訪
れ
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受

け
ま
し
¥
ｙ
教
室
で
の
授
業
参
観
、
英
会
話
に
よ
る
交

歓
会
、
練
習
に
練
習
を
重
ね
た
「
ね
ぶ
た
踊
り
」
や
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
愛
唱
歌
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
の

披
露
、
そ
れ
に
答
え
て
民
族
衣
装
も
す
ぱ
ら
し
い
ポ
ル

カ
の
踊
り
の
披
露
な
ど
、
言
葉
は
少
々
不
自
由
な
が
ら

も
互
い
に
交
友
を
深
め
合
い
ま
し
た
，
、

　
2
6
日
に
は
ロ
バ
ニ
エ
ミ
市
郊
外
に
あ
る
サ
ン
タ
ラ
ン

ド
を
見
学
、
ラ
ッ
プ
人
独
得
の
三
角
テ
ン
ト
小
屋
で
の

悪
魔
払
い
の
儀
式
を
受
け
た
後
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

対
面
し
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
み
ん
な
の
希
望

ど
う
り
、
思
い
思
い
の
記
念
撮
影
に
応
じ
て
く
れ
、
一
今

度
は
岩
崎
村
の
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
で
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
一
方
行
動
を
別
に
し
た
ぶ
ハ
人
グ
ル
ー
ブ
．
ｊ
９
キ

ロ
に
わ
た
る
キ
ン
ト
川
の
カ
ヌ
ー
下
り
、
陶
芸
工
場
や

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
ブ
館
の
見
学
、
郡
長
・
議
員
・
職
員
た

ち
と
の
交
流
な
ど
、
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
ま
し
た
。

　
一
行
は
数
々
の
責
重
な
体
験
を
熱
く
胸
に
し
ま
い
、

６
泊
７
日
の
旅
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

　
岩
崎
村
で
は
、
こ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
親
善
訪
問
は
国

際
交
流
事
業
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。

能代高校出身中学則生徒数平成元年・
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-r年 2年 3年 計

胆Ｚ 鷹巣南 ２ ０ １ ３

｛ 大潟 ４ ２ ４ 10

ハ郎潟 ２ ４ １ ７

垂 岩崎 ２ ４ ２ ８

深浦 ２ ０ ０，２

耐匯 角館 ０ ０ ０ ０

翔瓢 岩城 ０ １ ０ １

溥市 下川洽 １ ０ ０ １

叫市 大曲 １ ０ ０ １

顛市 十和田 １ ０ ０ １

翁県 三島 ０ １ ０ ｌ

計県 掻同上HI １ １ ０ ２
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窟 八竜 13 10 13 36

琴丘 ９ 11 ９ 29
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秋田東 ２ ０ ０ ２

城南 １ ０ ０ １

泉 １ ０ ０ １
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－－Ξ 北浦 ０ １ ０ １
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沓川
－ａ ２ ０ ７

森吉 ２ ０ １ ３

上小阿仁 ０ １ ２ ３

田代 １ ０ １ ２

鷹巣 10 １ ５ 16

阿仁一 １ １ ｌ ３
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能代-･ 50 51 43 144

能代ﾆ． 62 69 70 201

東能代 21 ８ 21 50

東雲 25 35 36 96

能代南 18 35 28 81
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栓山 ４ ４ ２ 10

常盤 ９　７ ４ 20

糾形 ４　２ ３ ９

＝=-
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ニツ井 30　26 31　87

藤里 4　11 8　23

E市
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Ξ｀-ここ《

ハ森 12　12 12　36

呼浜 12　10 7　29

山本 17　19 22　58
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第１糸

第２条

批田県立能代塞校束京用窓会会則

本会は秋田県立能代高等学校東京同窓会と称する。

本会は能代高等学校を卒業、又は在籍し、東京及び東京近郊に居住

する者は、総てその入会の資格を得るものとする。

第３条　本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図リ、以て郷十の発展と母

　　　　校の興隆に寄与するものとする。

第４条

第５糸

第６茶

第７茶

菓８茶

菓９茶

第10条

第11条

本会は幹事を置く。但し、人数は制限しない。任期は定めない。

幹事の内より、会長１名・副会長２名以上・会計１名以上を置く。

又、名誉会長及び顧問を置くことが出来る。但し、任期は2年とレ

留任は妨げない。

本会の運営に当り事務局を設ける。

本会の運営一切の事項については、幹事会に一任する。

本会は年１回総会を開催する。

本会運営費は、総会開催時に若干各位が納付するものとする｡但し

金額に開しては総会開催時に幹事会がこれを定めるものとする。

納付された運営費は返還しない。

本会の会計年度は、毎年10月１日に始まり、9月末日を以て終わる。
一

あ・ど・か・き

　会報N〔t3の刊行には、幹事諸兄が数度にわたって会合を催し企画を練るなど、大変ご尽力いた

だきました．また、母校並びに郷里の各市町村からは、責重な近況りポートをお寄せいただきま

した。心から御礼申しLげます。今号は、幹事諸兄の企画に基づき、平成元年度の能代高校東京

同窓会総会の会場風景を中心にまとめ、郷里の近況報許をあしらいました。

　いろいろなご事情から、心ならずも出席できなかった方々にも、総会のなごやかな雰囲気の-－

部をお届けできれば幸いです。今後ますます会報を充実させたいと思いますので、新しい企画や

行き届かない点をご教示・ご叱疋ください。下記宛にご意見・ご寄稿をお待ちいたします。

　最後に、日頃の不摂生がたなり、３ヵ月に及ぶ入院生活を余儀なくさ枕、会報の発行が大変遅

れましたことを深くお詫び申し上げます。

　　　　　　　　　　　　〒164東京都中野区中央５丁目７番１号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社友和内

　　　　　　　　　　　　秋田県立能代高等学校東京同窓会事務局登03-383-2111(大代表)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：杉崎孝雄(新制８期)
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